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いしかわの遺跡

No.55
2017.7.28

遺構が密集するＪＲ小松駅東口前調査区 (Ｃ１区 )

　八
よ う か い ち

日市地
じ か た

方遺跡は、推定面積 15万㎡を超える北陸地域を代表する弥生時代中期の大規模
な環

かんごう

濠集
しゅうらく

落です。小松市日の出町を中心とするＪＲ小松駅東側一帯に広がり、平成 28年度
の「日本遺産」に認定された小松石文化のルーツとなる遺跡としても知られています。
　平成 27年度から始まった北陸新幹線建設に係る発掘調査は、遺跡の西部を南北に縦断す
る調査となりました。
　発掘調査では、土

ど こ う

坑や小穴、溝などの遺構が、足の踏み場のないくらいに密集する状況
を確認しました。これらの遺構はそのほとんどが他の遺構と切り合っており、その大半か
ら多くの遺物が出土しました。こうしたことから、この場所では比較的長期にわたり生活
が営まれていたことが推測されます。
　なお、ＪＲ小松駅東口前の調査区では、工事用仮囲いに透明なアクリル板がはめ込まれ、
駅利用客のみなさんが調査の様子を興味深くのぞき込んでいる様子がみられました。

駅前に広がる弥生集落
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　ＪＲ小松駅東口前の調査区（Ｃ１区）では、足の踏み場もないくらいに密集した遺構から、弥生時
代中期の土器をはじめ、たくさんの遺物が出土しました。中には、管

くだ

玉
たま

や勾
まがたま

玉などの成品や未成品、
その素材となる碧

へきぎょく

玉やヒスイの原石、玉作りに使用された石
いし

針
ばり

や石
いし

鋸
のこ

などの道具類も多く含まれ、こ
の集落で盛んに玉が生産されていたことがわかります。

弥生土器の出土状況

雪の中での調査風景

碧
へきぎょくせっかく

玉石核と剥
はくへん

片の出土状況

テレビの取材

木製遺物の出土状況

　また、南側の調査区（Ｃ３区）では、集落を
東西に貫流する川跡が確認されました。川べり
からも多くの管玉や玉作り関連遺物が出土した
ほか、農具など大量の木製遺物の成品や未成品、
粗
あら

割
わ

りされた木材も出土し、木製品の生産も行
われていたことがわかります。
　膨大な数の遺構や大量の出土遺物に調査は手
間取り、冬場も休むことなく調査を続けまし
た。また、全国的にも著名な遺跡の調査でもあり、
調査中にはいくつかのテレビ取材もありました。

八
よ う

日
か

市
い ち

地
じ

方
か た

遺
い

跡
せ き

（Ⅱ区）［小
こ ま つ し

松市］Ｈ28発掘調査



3

いしかわの遺跡　№ 55

　加賀市梶井町の現集落北東に展開する遺跡で
す。北陸新幹線建設に先立ち、動

いぶりはし

橋川
がわ

右岸の水
田部分東西約 200 ｍの区間を調査しました。
　調査の結果、弥生時代から中世までの集落遺
跡であることがわかりました。弥生時代中期で
は周

しゅう

溝
こう

をもつ平
へ い ち

地建
たてもの

物や溝、土
ど こ う

坑、弥生時代後
期では河川跡、溝を確認しました。平地建物か
らは柱

ちゅう

根
こん

がみつかっています。溝や土坑からは
弥生土器が出土し、河川跡の底からは、弥生時
代後期の木製品の鍬

くわ

や網
あみわく

枠が出土しました。ま
た、古代では掘

ほっ

立
たてばしら

柱建
たてもの

物や溝、井戸を確認しま
した。集落の全容は不明ですが、平安時代中頃
とみられる２×２間の総

そうばしら

柱建
たてもの

物４棟が比較的近接
してみつかった箇所もありました。
　井戸には矢

や い た

板を打ち込んで井
い ど が わ

戸側としたもの
と舟

ふなざい

材を切断して使用したものとがありました。
後者は深さが約 1.7 ｍあり、上方の腐

ふきゅう

朽具合な
どから、舟は元々全長４ｍ以上あったとみられ
ます。両者とも井戸側内の底には小

こ じ ゃ り

砂利が敷か
れていました。
　主な遺物には、弥生土器、古墳時代～古代の
須
す え き

恵器や土
は じ き

師器があります。また、弥生時代の
管
くだ

玉
たま

未
み せ い ひ ん

成品、古代の砥
と い し

石・炉
ろ へ き

壁・鉄
てっ

滓
さい

、中世の
石
いし

鉢
ばち

のほか各時代の木製品なども出土しました。
　弥生時代後期の河川跡は、当時の動橋川の可
能性があると考えられます。

網
あみわく

枠（弥生時代後期）舟
ふなざい

材を転
てんよう

用した井
い ど

戸

鍬
くわ

（弥生時代後期）

河川跡（弥生時代後期）

調査区遠景（北から）

梶
か じ

井
い

衛
え い せ い

生センター遺
い

跡
せ き

［加
か が し

賀市］Ｈ28発掘調査
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　庄・西島遺跡は江沼盆地のほぼ中央部に位
置する集落遺跡です。遺跡の範囲は広く、西
島・七日市・庄・津波倉・桑原・二子塚の６
つの町域に及び、古代寺院 “津波倉廃寺” の
推定範囲が含まれています。調査は国道８号
の４車線化工事に伴うもので、平成 27年度か
ら行っています。
　第２次調査となる平成 28年度調査では、弥
生時代から中世にかけての集落跡を確認でき
ました。特に、遺跡南西端の調査区では、計
13棟の掘

ほっ

立
たてばしら

柱建
たてもの

物が計画的に配置されている
様子がわかりました。建物は８世紀後半から
９世紀（奈良時代後半～平安時代初め）のも
のとみられ、平成 27年度調査で確認された９
世紀後半の建物群とは時期に違いがあること
から、集落内における建物群の変遷のあり方
をうかがい知ることができました。
　調査区東側では、弥生時代後期から終末期
の建物群がみつかりました。３棟の竪

たてあな

穴建
たてもの

物
（地面を掘りくぼめた建物）と５棟の平

へ い ち

地建
たてもの

物
（地面に掘り込みがなく周囲に溝をもつ建物）
が微高地上に営まれ、建て替えが繰り返し行
われていたことを確認できました。
　出土品は土

は じ き

師器や須
す

恵
え き

器、弥生土器などが
中心でした。そのほかの特徴的な出土品とし
て、須恵器の小

こ つ ぼ

壺や 12 世紀末から 13 世紀初
頭の土師器とともに出土した銅

どうきょう

鏡が１面、奈
良時代頃の瓦

かわら

片がみつかりました。
　庄・西島遺跡、津波倉廃寺の発掘調査はま
だまだ続きます。今後の調査では、これまで
に確認できた集落跡のさらなる広がりや、古
代寺院に関連する遺構・遺物の発見が期待さ
れます。

銅
どうきょう

鏡（左）と須
す え き

恵器小
こつぼ

壺（右）

方
ほうけい

形の竪
たてあな

穴建
たてもの

物（弥生時代後期～終末期）

密集する掘
ほっ

立
たてばしら

柱建
たてもの

物（奈良時代後半～平安時代初め）

調査区遠景（西から）

庄
しょう

・西
に し じ ま

島遺
い

跡
せ き

、津
つ ば

波倉
く ら

廃
は い

寺
じ

［加
か が し

賀市］Ｈ28発掘調査
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　平成 29 年３月 18 日（土）から 29 日（水）
にかけて「いろ・色・まが玉づくり」を行いました。
春休み期間中の小学生を中心に多くの体験者が
訪れ、体験工房は連日のにぎわいとなりました。
　このまが玉づくりでは、黒・ピンク・緑・白
の４色の石材の中から１つを選び、荒

あら

砥
と い し

石から
仕
し あ

上げ砥
と い し

石までを時々で使いわけながら削り・
磨き上げていく工程が魅力となっています。
　また、使う石材の大きさは４～６㎝と、通常
体験できる “まが玉づくり” の石材よりも大きく、
石の硬さもいろいろあるため、体験者のみなさ
んは石と真剣に向き合い、時間をかけてていね
いにつくりあげていました。

　平成 29年３月５日（日）、県立美術館ホールで毎年恒
例の発掘報告会が開催され、約 200 名の方々が熱心に
耳を傾けました。県内各地の発掘調査事例の中から６か
所の遺跡を取り上げ、調査担当者が最新の調査成果を時
間が超過気味になるほど熱心に紹介すると、会場を埋め
た参加者からは活発な質問が飛び出していました。
　報告は、弥生時代中期の大規模環

かんごう

濠集
しゅうらく

落である小松市
八
よ う か い ち

日市地
じ か た

方遺
い せ き

跡からはじまりました。大量の木製農耕具
や食生活の様子を示す貝やトチなど有機質遺物の保存状
態の良さが際立っていました。加賀市弓

ゆみなみ

波遺
い せ き

跡からは、
弥生時代から室町時代にかけての多様な建物跡や墳

ふ ん ぼ

墓な
どが報告されました。白山市小

お が わ

川新
しん

遺
い せ き

跡の 315 基にも
およぶ石

いしぐみ

組井
い ど

戸の密集状況が画面に映し出されると、参
加者の驚く様子が伝わり、井戸についての質問も出てい
ました。能登町松

まつなみ

波城
じょう

跡
あと

・旧
きゅうまつなみ

松波城
じょう

庭
ていえん

園では、多量の石
（円

えん

礫
れき

）が並ぶ枯
かれ

山
さんすい

水遺構を保存しながら展示していく
ための調査が報告され、今後現地でみることができる日
が楽しみです。史跡整備のための調査が実施された九

く

谷
たに

磁
じ き

器窯
かま

跡
あと

と金
かなざわ

沢城
じょうあと

跡（鼠
ねずみ

多
た も ん

門・鼠
ねずみ

多
た も ん

門橋
ばし

）は、今後整備公開がさらに進められ、身近に歴史を学べる
場所として、また石川の観光資源としても期待されている様子が伝わりました。

大きくてきれいな、まが玉ができました

話にききいる聴衆のみなさん

金沢城跡の報告のようす

発掘報告会『いしかわを掘る』Ｈ28情報発信

春休み『いろ・色・まが玉づくり』Ｈ28古代体験
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　平成 29 年４月 28 日（金）から５月７日（日）にかけて「手形・足形づくり」を開催しました。
未就学児が対象で、子供の成長記録にと毎年参加されるご家族のほか、初めて体験される方も多く “こ
どもの日” を中心に約 1,000 枚の子供たちの手形・足形ができあがりました。
　体験方法は、まず円く整えた粘土板をつくり、手や足を直接のせて形をつけます。そのあと、紐

ひも

を
とおすための穴をあけ、縄

なわ

や貝などを使って文様をつけて完成です。モデルは、北海道や東北地方で
出土する縄文時代の「手形・足形付土

ど ば ん

版」です。青森県の大
おおいしだいら

石平遺跡で出土した土版は、全長７㎝の
手形と足形で、乳児のものと報告されています。
　作品は、当センターの電気釜で橙色に焼き上げ、６月３日（土）から展示・引渡しを行いました。

足形に挑戦　思わず力が入ります

ぶじ、引渡しできました 手形・足形の展示状況（1008 枚が並んだ !!）

ゴールデンウィーク『手
て が た

形・足
あ し が た

形づくり』Ｈ29古代体験
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　平成29年５月21日（日）に「縄文土器づくり」
を行いました。
　この学習講座では、まず縄文土器の歴史にふ
れ、つづいて深

ふか

鉢
ばち

や浅
あさ

鉢
ばち

など、多様な形とその
用途、土器の文様の特徴についてくわしく解説
した後、加賀、能登の県内各地から出土した、
縄文時代中期の深鉢４点をモデルに土器づくり
を行いました。
　手順としては、まず麻

あさぬの

布の上で円盤状の底部
をつくります。次に太さ１㎝ほどの粘土ひもを
つくり、それを底部から輪

わ

積
づ

みして少しずつ成
形していきました。
　午後は、午前中につくりあげた深鉢形の土器
に、木のヘラや半

はんさい

裁竹
ちっかん

管（竹管を半分にカット
した施

せ

文
も ん ぐ

具）などを使って文様をつけました。
参加者は土器の表面に、縄文時代にみられた手
法（縄

なわ

をころがす、半裁竹管で線を引く、ヘラ
を押す）を用いて、直線や曲線、葉

よう

脈
みゃく

状文など
を入れながら、いろいろな施文方法を体験しま
した。
　時間をかけてじっくりと仕上げた作品に、参
加者の方々は一様に達成感を感じたようでした。
　なお、作品は十分に乾燥させた後、当センター
体験ひろばで６月 13日（火）に野

の や

焼きしました。

粘土ひもを下から順に輪積みしていきます

口
こうえんぶ

縁部まで仕上げて縄文土器の形になりました

成形した後にていねいに文様をつけていきます

作品は十分乾燥させ、野焼きしました

古代体験学習講座『縄文土器づくり』Ｈ29古代体験



日まいぶん 誌日まいぶん 誌

ここで土器の破片を
　　　　整理するよ

火はおきるかな？４月

５月

火おこし成功！
暖かいね

６月

初夏のひろば
草が生い茂る

緑が濃くなってきたなぁ

まが玉を作るんだ

縄文土器、乾燥中

サトイモ植えるよ
よいしょ！

草苅りをしてスッキリ！

たくさんの手形
全部並ぶかな？

心臓マッサージを
学ぼう

ホール展の準備
遺物がいっぱい

「はにわの日」に向けて
マスコット制作中

「はにわづくり」用の
粘土をこねるんだ

赤米、元気に
育ってね

「手形・足形」が焼けたよ
誰のかタグを付けていこう

平成29年

４～６月
平成29年

４～６月
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